
２５ アメリカ独立革命
１４９７ カボット父子の北米沿岸到達（ヘンリー７世）

１５８４ ウォーター＝ ローリーのヴァージニア植民（失敗）

〔イギリス本国〕
１３ １６０７ ヴァージニア植民地の建設 最初の植民地

植 １６２０ のプリマス上陸 ①植民地人の通商規制

民 メイ＝ フラワー号 植民地形成 ②植民地の商工業活動への規制

地 １６６４ ニューヨーク獲得（オランダより） 重商主義政策 １７５０ 鉄条例

形 ③他国産品への高関税

成 １７３３ 糖蜜条例

１７３２ ジョージア植民地成立（１３番目）★植民地の特徴 「有益なる怠慢」で植民地人の反発は少ない

フランス植民地（カナダ・ルイジアナ）との対立

１７５５（七年戦争） 戦争に勝利 ・ 英仏植民地争奪戦 １７ｃ後半〜１８ｃ前半

〜１７６３ 条約 川以東に植民地拡大

１７６３ 植民地支配の強化 ・ 戦後の財政窮乏

国王

１７６３ 国王の宣言 アパラチア山脈西方への移住禁止

１７６４ 砂糖条例 糖蜜輸入税の徴収

対 １７６５「 」のスローガン ・ １７６５ 新たな課税

立 広範な抗議行動で印紙条例を撤廃させる １７６７ 諸条例 関税強化

の

激 １７７３ 事件（実力行使） ・ １７７３ 本国東インド会社救援のため

化 １７７４ 第１回 フィラデルフィアにて 軍隊派遣して強圧姿勢，一部自治権剥奪

植民地側の結束が固まる

１７７５ パトリック＝ ヘンリーの演説「自由か死か」・ １７７５ ボストン港閉鎖など高圧措置

１７７５ １７７５ の戦い 独立戦争の開始 愛国派 中小商工業者，農民

１７７５ 第２回大陸会議 を総司令官に 始めは苦戦 中立派

国王派 英支配に同意 大地主

１７７６ 『 』を発刊 抵抗でなく独立を主張 大商人

７月４日

１７７６ 発布 らの起草 （英） の思想の影響

独 フィラデルフィアの大陸会議で決議 ★政治思想的特徴

立 １７７７ サラトガの戦いで英軍撃破 ヨーロッパよりの義勇軍 （仏）

１７７７「アメリカ連合規約」制定 国家連合の政体 （ポ）

戦
１７７８ が同盟と参戦 駐仏大使 の活躍

争 他にも同盟国として ・ が参戦 欧州各国の支援
１７８０ 成立 ロシアの の提唱

１７８１ の戦い 軍事的勝利確定

１７８３ 条約 イギリスは独立を承認 独立時の領土は 川以東

１７８３

１７８６ シェイズの乱 ・ １３州の国家連合に対し，強力な中央政府を望む動き（商工業市民）

合

衆 １７８７ 制定 ・ 憲法制定会議 ・

国 《三大特色》①民主主義（人民主権）② ② 主義

成 以後対立 派 ハミルトン

立 １７８９ 初代大統領 就任 連邦政府・連邦議会の成立 派 ジェファソン

憲法修正条項（１〜１０条） 追加 人権宣言規定

１８００ ワシントン市が新首都となる（前はフィラデルフィア） ★独立革命の歴史的意義と影響


